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令和４年函審第７号 

裁    決 

モーターボートＡ定置網損傷事件 

 

  受  審  人  ａ 

    職  名 Ａ船長 

    操縦免許 小型船舶操縦士 

 

 本件について、当海難審判所は、理事官西村勇二出席のうえ審理し、

次のとおり裁決する。 

 

主    文 

 

 受審人ａの小型船舶操縦士の業務を１か月停止する。 

 

理    由 

 （海難の事実） 

１ 事件発生の年月日時刻及び場所 

 令和３年９月４日１２時３９分 

 北海道増毛港西方沖合 

２ 船舶の要目 

  船 種 船 名 モーターボートＡ 

  登 録 長 ６.９２メートル 

  機関の種類 電気点火機関 

   出   力 １０３キロワット 

３ 事実の経過 
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Ａは、船体ほぼ中央に操舵室を設け、同室前部右舷側に舵輪を、そ

の左舷前方にＧＰＳプロッターを、右舷壁際に機関遠隔操縦装置をそ

れぞれ備えたＦＲＰ製モーターボートで、ａ受審人が１人で乗り組み、

知人２人を同乗させ、釣りの目的で、船首０.５メートル船尾１.０メ

ートルの喫水をもって、令和３年９月４日０７時００分増毛港を発し、

同港北西方沖合の釣り場に向かった。 

ところで、増毛港西方沖合には、別苅港北防波堤灯台（以下「北防

波堤灯台」という。）から０１３度（真方位、以下同じ。）１.０海

里、０２３.５度１.１海里、０７６度１,２３０メートル及び０７６

度８３０メートルの各地点を順次結んだ線によって囲まれた海域に、

北海道知事から免許を受けた免許番号増さけ定第４号と称する定置漁

業の漁場区域（以下「第４号漁場区域」という。）が平成３１年２月

１日から令和５年１２月３１日まで設定されていた。 

  ａ受審人は、前示の釣り場に到着して０９時００分釣りを開始した

のち、北海道赤岩岬西方沖合の釣り場に移動して釣りを行ったものの、

ともに釣果が得られなかったことから、１２時００分同釣り場を発進

して帰途に就いた。 

ａ受審人は、同乗者１人が船尾甲板で後方を向いて釣りの片付けを

行い、同１人が操舵室左舷側の椅子に腰を掛けて居眠りをする中、舵

輪後方の操縦席に腰を掛けた姿勢で単独で操船に当たり、１２時３１

分半僅か前北防波堤灯台から３０７度２.６海里の地点で、針路を増

毛港北方沖合に向く０８９度に定め、２０.０ノットの速力（対地速

力、以下同じ。）で、手動操舵によって進行した。 

１２時３３分少し過ぎａ受審人は、北防波堤灯台から３１７度  

２.２海里の地点に達したとき、海上が平穏で、周囲に他船を認めな

かったことから、気が緩んで眠気を催したが、間もなく増毛港に至る
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ので、それまで眠気を我慢できると思い、立ち上がって体を動かすな

ど、居眠り運航の防止措置を十分にとることなく続航した。 

こうして、ａ受審人は、同じ姿勢を続けるうちいつしか居眠りに陥

り、無意識のうちに右舵が取られ、緩やかに右転しながら第４号漁場

区域に向かって進行し、１２時３９分北防波堤灯台から０１３度  

１.０海里の地点において、Ａは、船首が１５４度を向いたとき、原

速力のまま、同区域に設置された定置網に乗り入れた。 

   当時、天候は晴れで風はほとんどなく、潮候はほぼ高潮時であっ

た。 

   その結果、推進器翼に修理不要の擦過傷を生じ、定置網は身網に

切損を生じ、のちに修理された。 

 

 （原因及び受審人の行為） 

 本件定置網損傷は、増毛港西方沖合において、同港に向けて帰航する

際、居眠り運航の防止措置が不十分で、第４号漁場区域に向かって進行

したことによって発生したものである。 

 ａ受審人は、増毛港西方沖合において、操縦席に腰を掛けた姿勢で単

独で操船に当たり、同港に向けて帰航中、海上が平穏で、周囲に他船を

認めなかったことから、気が緩んで眠気を催した場合、居眠りに陥るこ

とのないよう、立ち上がって体を動かすなど、居眠り運航の防止措置を

十分にとるべき注意義務があった。ところが、同人は、間もなく増毛港

に至るので、それまで眠気を我慢できると思い、居眠り運航の防止措置

を十分にとらなかった職務上の過失により、居眠りに陥り、緩やかに右

転しながら第４号漁場区域に向かって進行して同区域に設置された定置

網に乗り入れる事態を招き、船体及び定置網にそれぞれ損傷を生じさせ

るに至った。 



- 4 - 

 以上のａ受審人の行為に対しては、海難審判法第３条の規定により、

同法第４条第１項第２号を適用して同人の小型船舶操縦士の業務を１か

月停止する。 

 

 よって主文のとおり裁決する。 

 

   令和４年９月２７日 

     函館地方海難審判所 

          審 判 官  大  野     浩 


